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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
本研究は、仏教の女尊鬼子母神が、わが国においてどのように認識され受容され
たのかを、服飾表現の視点から着目し、論じるものである。鬼子母神は、小児守護
や「法華経」護持者を守護する役目をもち、日本では主に天台・真言宗に代表され
る密教系寺院や日蓮宗において信仰されている。 
鬼子母神に関する既往研究は、主に仏教史や教団史の視点からなされ、宗派内で
の鬼子母神の位置づけや、信仰や像容の原点を探ることに重点が置かれており、服
飾表現に着目をした研究は行われていない。さらに特定の仏教尊を長い期間で捉え、
その服飾表現の特徴や変遷を明らかにした報告もない。服飾はそれ自体が一つの表
象である。従って、仏教尊の服飾表現に焦点をあて、その変遷や特徴を明らかにす
ることは、日本人が外来宗教の仏教をどのように受容したのかを知ることに繋がる。 
本論文の構成は、序論、本論（第 1 章から第 5 章）、結論から成る。 
序論では、本研究の目的と既往研究について述べる。 
第 1 章では、信仰が日本へ伝播された経路上に残る作例をとりあげ、日本以外の
鬼子母神がどのような服飾表現であるのかを明らかにする。作例は、信仰の発祥地
であるインド、シルクロード上のオアシス国家ヤールホト、中国の作例を対象とす
る。その結果、各々の像は、その土地の女性の服装で表現されていること、そして
世俗の政権交代に合わせて、鬼子母神の服飾表現も変化したことが明らかとなった。
これらの鬼子母神の服飾表現は、当時の政権王朝への帰属意識が反映したものであ
ると考察した。 
 第 2 章では、次章以下の前提として日本で制作された鬼子母神の服飾表現の特徴
と分析を行い、全体像を明らかとする。作例には、信仰が伝播した平安時代から、
1868 年に発布された神仏判然令を区切りとし、この間に制作された彫像・絵画作品
22 点を用いる。その結果、作例の多くは中国の服種「披肩」と「蔽膝」が認められ
た。そして鎌倉時代以降から江戸の作例まで、「冠」をかぶり、「襞飾りのついた袖」
のある衣服をまとい、右手に「ザクロ」をもち、左手あるいは左懐に「小児」を抱
いた姿が定型化され継承していることが示された。この結果と、同じく仏教の天部
に属する吉祥天、弁才天の服飾表現と比較を行うことで、鬼子母神の服飾表現は、
時代を通してさほど変化がみられなかったことが明らかとなった。それは、大陸と
は異なる日本独自の文化継承力に因ること、そして鬼子母神信仰は他の女尊に比べ
てさほど展開をみせず、新機軸を生み出す機会がなかったことに因由すると考察し
た。 
 第 3 章では、前章で明らかとした鬼子母神の外観イメージ要素が、なにをもって
定型化されたのかを究明することを試みる。研究資料には、平安末期から鎌倉時代
にかけて編纂された密教図像書 5 点を用いて、そこに示される鬼子母神の形像の記
述と図像の比較を行い、当時の学僧が形作ろうとした鬼子母神の外観イメージを検
証する。その結果、図像書の絵像すべてにおいて、第 2 章の分析結果に表れた鬼子
母神の外観要素が共通して描写されていることが示され、図像書によって鬼子母神
の概観イメージは定義づけられたことが明らかとなった。 
第 4 章では、第 3 章で明らかとした図像書に指定された服装規定とは異なる、日
本の宮中官女の装束（唐衣裳装束）をまとう鬼子母神をとりあげる。先行研究では、
「法華経」信仰を牽引した貴族女性の篤い信仰が、自らの姿になぞらえたことによ
り図様の変革をもたらしたと指摘されているが、明確な根拠は示されていない。そ
こで本章では、当時の仏教界の事情をもとに考察を行い、仏教が国家宗教から個人
救済の宗教へと展開したことから、寄進者の意趣を反映させた像容の改変が可能で
あったと結論づけた。 
 第 5 章では、庶民信仰が花開いた江戸時代において、鬼子母神がどのように展開
し、受容されたのかを、物語絵本の一種である草双紙を用いて検証を試みる。その
結果、①鬼子母神の持物ザクロが注目されるようになったこと②江戸時代に登場し
た「鬼形」像と、従来の「天女形」像の服飾表現に変化はみられなかったことが明
らかとなった。②の結果を受けて、当時の庶民が鬼に対して抱いていたイメージと
絡めて考察を行う。 
以上の考察から、鬼子母神をとりまく時代や文化的な背景がその服飾表現に顕著
に現れていることが明らかとなった。インド・ヤールホト・中国と伝播した国外の
鬼子母神は、その土地の世俗女性の服飾表現であったことから、その土地や支配政
権への帰属意識を表したものであった。一方、日本の寺院では、中世の儀軌書が指
示する中国風「天女形」の服飾形式を近世まで継承しており、鬼子母神に対する認
識に変化がなかったことを表わしていた。しかし寺院の枠組みを離れて、中世貴族
社会の信仰として宮中官女の唐衣裳装束で描かれた例を示すことができた。また、
江戸時代では、従来の「天女形」に加えてあらたに「鬼形」が登場するが、服飾表
現に変化はみられず中国風を踏襲していた。しかしながら、草双紙には、「ザクロ」
文様のある打掛姿で描かれた挿絵もみられた。これらは、中世貴族社会の信仰の様
相や江戸時代の庶民文化における鬼子母神に対する認識を、服飾という表現手段を
用いて、簡潔に、視覚によって示したものといえる。 
以上、本研究は、従来の仏教史や教団史からなされた鬼子母神研究とは全く異な
る方法から、この女尊の日本における受容過程を明らかにした。すなわち信仰を受
容する側から表出された絵画史料を用い、文献史料では表すことのできない図像の
服飾表現という切り口から鬼子母神信仰を解明した点が、本研究の新たな成果とい
える。 
 
論文審査結果の要旨  
 
 
本研究は、鬼子母神の仏教尊としての信仰の受容の過程を、服飾表現に着目し
て行ったものである。 
鬼子母神はその性格から女性に身近な女尊として一般に信仰されている。その
信仰の原点から日本に伝わり定着していく過程を追って研究が進められている。 
論文の構成は以下のようである。 
序論は、本研究の目的と既往研究について述べている。 
第 1 章は、信仰の発祥地であるインド、シルクロード上のオアシス国家ヤール
ホト、中国の図像を取り上げて分析した。その結果、鬼子母神像は、その土地の
女性の服装で表現され、歴史体制の変化とともに鬼子母神の服飾表現も変化した
ことが指摘されている。 
第２章は、日本で制作された鬼子母神像の服飾表現の特徴を分析し、全体像を
明らかにした。信仰が伝播した平安時代から、1868 年までの期間を対象とした結
果、作例の多くは中国の服種を用いていることが確認された。鬼子母神像は鎌倉
から江戸時代まで、「冠」、「襞飾りのついた袖」を身につけ、「ザクロ」を持ち、
「小児」を抱くという姿で定型化され継承されていることを明らかにした。さら
に、女尊である吉祥天、弁才天の服飾表現との比較を行い、それぞれの特徴を指
摘した。その結果、鬼子母神信仰は他の女尊ほどは展開をみせなかったために、
衣服が踏襲されていると結論付けた。 
第３章は、平安末期から鎌倉時代にかけて編纂された密教図像書 5 点を用いて、
鬼子母神の外観が定型化された原因を明らかにした。図像書の鬼子母神の記述と
図像の比較を行って、当時の鬼子母神のイメージを検証した結果、中国風の鬼子
母神の外観が共通して描写されていることを示すことができた。 
第４章は、図像書の服装規定とは異なる鬼子母神像を取り上げ、検討した。日
本の宮中官女の装束（唐衣裳装束）をまとう鬼子母神が描かれている図は、「法華
経」を牽引した貴族女性の信仰が寄進者自らの衣裳を鬼子母神像に反映させた結
果であると結論づけた。 
 第５章では、江戸時代において、庶民信仰として鬼子母神がどのように受容さ
れたのかを、物語絵本の一種である草双紙を用いて検証を試みた。その結果、「ザ
クロ」は江戸時代になって注目されるようになったこと、江戸時代に「鬼形」型
鬼子母神が登場したが、服飾表現に変化はみられなかったことを明らかにした。 
このように、服飾表現を検討することにより、鬼子母神の文化的な背景を明ら
かにすることができた。インドからの伝播の過程では、鬼子母神の服飾はそれぞ
れの地域への帰属意識を表明したものであったが、日本の寺院では、中世の図像
書が示した服装形式を継承していたことが指摘できた。一方、鬼子母神は中世貴
族社会の女性の服飾や江戸時代の庶民文化の中での女性の服飾を表すことにより、
女性たちにとって身近な存在であったことを示していると結論づけた。 
以上、従来の鬼子母神研究に用いられてきた方法とは全く異なる服飾から鬼子
母神受容の一側面を解明したことは、本研究の成果といえる。 
 
審査会では、これまでの断片的な鬼子母神の研究を総合し、その発祥から近世
日本までの鬼子母神の仏教的な解釈や歴史的･民族的な解釈を取り入れ、服飾とい
う視点から総合した点が優れていると評価した。とりわけ、鬼子母神が信仰対象
としてどのような過程を経てきたかは、これまでになされていなかった研究であ
り、服飾表現という視点によってのみ、はじめて明らかとなったといえよう。 
 したがって、本研究は、服飾表現によって鬼子母神という仏尊の解釈と信仰の
伝播および受容を解明した点が新しい知見であり、審査員全員が博士（学術）の
授与に値すると判断したことを報告する。 
 
 
